

























































少子, 高齢, 人口減少の分野ごとに分類し, Ｋ
Ｊ法注３) を用いて整理する｡ そこで仮説として,




仮説については, 少子化22, 高齢化13, 人口減
少24の計59問を用意した｡ 生活サービスの仮説






(表２) を, 生活サービスについては, 必要度
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■可能性・必要度＝ (｢大｣ 回答者数×10＋
｢中｣ 回答者数×５＋ ｢小｣ 回答者数×2 5＋
｢なし｣ 回答者数×０) ÷総回答者数
■普及時期＝ (｢すでに普及している｣ ×０
＋ ｢０～５年後｣ 回答者数×2 5＋ ｢５～10




































い｣ ｢０～５年｣ ｢５～10年｣ ｢10～20年後｣ と
設定した｡
































に見ると ｢高齢者福祉｣ は必要度が高く, 初期
に集中していることから, 社会的ニーズの高さ
























事例数は, 159事例 (少子化分野：51, 高齢化


















































リーサポートセンター (  24)｣ は, 自治体ご
とに設置されるが, 提供者 (事前登録会員) と
依頼者の住む地域や内容を考慮して紹介するこ
とにより, 市内全域をカバーする｡ また ｢高齢


















ら, ①人やものの量 (規模), ②距離の遠近
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